
令和6年度 第3回湖西市文化財保存活用地域計画協議会議事録 

 

１  日  時   令 和 7 年 2 月 18 日 （ 火 ）  午 前 10 時 ～ 午 前 11 時 30 分 

２  場  所   湖 西 市 民 活 動 セ ン タ ー 2 階  大 会 議 室 

３  出 席 者   委 員  西 田 か ほ る 委 員 ・ 牧 野 茂 委 員    

渡 辺 貢 委 員 ・ 田 村 隆 太 郎 委 員    

大 林 裕 子 委 員 ・ 二 橋 和 久 委 員   

       事 務 局  太 田 英 明 （ 産 業 部 長 ） 

           白 井 保 司 （ 文 化 観 光 課 長 ） 

           鈴 木 紀 子 （ 文 化 観 光 課  文 化 係 長 ） 

           大 須 賀 広 夢 （ 文 化 観 光 課 ） 

 

４  公 開 ・ 非 公 開 の 別   公 開 

 

５  傍 聴 者   無 

 

６  次  第 

【 産 業 部 長 あ い さ つ 】 

【 議  題 】 

（ １ ） 第 ３ 章 歴 史 文 化 の 特 性  ネ ー ミ ン グ 再 確 認 

  ネ ー ミ ン グ 修 正 案 承 認 

 ・ 弓 張 山 地 で な く 湖 西 連 峰 の 方 が 市 民 に 分 か り や す い の で 湖 西 連 峰 と

す る 。 

（ 委 員 ） 往 来 に 「 育 ま れ た 」 と あ る が 、 将 来 像 も 「 育 ま れ た 」 と 重 複 し

て い る の が 少 し 気 に な っ た の で 、 特 性 の 往 来 に 「 育 ま れ た 」 を 「 培 わ

れ た 」 と か 「 盛 ん な 」 と か 他 に 言 い 換 え が で き る と よ い 。 

（ ２ ） 第 ５ 章 ２ 節  保 存 ・ 活 用 の 方 向 性  再 確 認 

 ・ 将 来 像 は 歴 史 文 化 の 特 性 と あ わ せ 、 「 浜 名 湖 と 湖 西 連 峰 に 育 ま れ た

文 化 財 が 次 世 代 に 続 く ま ち 」 に 変 更 す る こ と を 承 認 。 

・ 方 向 性 を 「 伝 え る 」 か ら 「 活 か し 、 伝 え る 」 に 変 更 を 承 認 。 

（ ３ ） 第 ７ 章 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 に 関 す る 措 置 再 確 認 

 （ 会 長 ） 「 知 る 」 で 未 指 定 文 化 財 を 把 握 し て い る が 、 「 守 る 」 で 文 化

財 指 定 を す る 以 外 の 守 る 事 業 が な い の で 、 事 業 を 入 れ る よ う に 検 討 し

て ほ し い 。 

 ま た 文 化 財 整 理 室 と は ど の よ う な 部 屋 か ？ 

（ 事 務 局 ） 現 在 は 、 出 土 し た 土 器 を 洗 浄 や 実 測 を す る 作 業 部 屋 の こ と

を 作 業 室 と 言 っ て い る 。 現 在 、 廃 止 予 定 施 設 に あ る の で 将 来 的 に 別 の



施 設 に 設 置 を す る 予 定 で 拡 充 と 記 載 し て い る 。 

（ 委 員 ） 事 業 が 多 く 目 標 を 達 成 す る の は 大 変 だ が 、 事 業 を 掲 げ て お く

こ と は 必 要 。 

（ 会 長 ） 現 在 、 ま ち あ る き な ど で も 刊 行 物 を 持 ち 歩 く 人 は 少 な く 、 ス

マ ホ な ど で 見 る 人 が 多 い 。 富 士 市 は 刊 行 物 よ り も ウ ェ ブ に 注 力 を す る

方 向 性 で あ る 。 事 務 局 の 考 え は ど う か 。 

（ 事 務 局 ） ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド の 高 齢 化 や 後 継 者 不 足 が 課 題 で あ り 、 

 ガ イ ド 映 像 を ウ ェ ブ な ど で 残 す こ と が 必 要 と 考 え て い る 。 

 財 政 的 に も ハ ー ド 整 備 な ど は す ぐ に は 難 し い が 、 ソ フ ト 事 業 は 着 手

し や す い 。 

（ 委 員 ） た し か に 、 川 尻 の き ょ う 渠 が 動 画 で 紹 介 さ れ て い て 、 関 心 を

持 つ き っ か け に な っ た 。 文 化 財 に 関 心 を 持 つ き っ か け に す る の に 、 ネ

ッ ト は 手 に と り や す い 。 

（ 委 員 ） 南 ア ル プ ス 市 の 事 例 と し て 、 マ ッ プ 上 の ス ポ ッ ト ご と に 動 画

で 案 内 人 に イ ン タ ビ ュ ー を し た り 、 文 化 財 の 解 説 が で た り 、 映 像 や Ｖ

Ｒ な ど を 活 用 し て い る 。 ウ ェ ブ 上 に 博 物 館 が あ る よ う な イ メ ー ジ 。 

 南 ア ル プ ス 市 は 、 大 学 に 開 発 を 協 力 し て も ら い 、 コ ス ト を 抑 え た 。 

 静 岡 県 で は ３ Ｄ デ ー タ を ウ ェ ブ 上 で 公 開 し て い る 。 

 措 置 表 で 実 施 主 体 が 文 化 観 光 課 と し て い る も の が 多 い が 、 シ テ ィ ー

プ ロ モ ― シ ョ ン な ど 、 何 を ど う や る か 、 か ら 他 課 を 巻 き 込 ん だ ほ う が

よ い 。 ウ ェ ブ を 作 成 す る に し て も 、 学 校 教 育 や 生 涯 学 習 と 連 携 し て 開

発 が で き る 。 

（ 会 長 ） 実 施 主 体 に 、 所 在 調 査 な ど 住 民 な ど に ○ が つ く よ う に で き な

い か 。 ま た 行 政 の 欄 も 、 も っ と 他 課 に も 参 加 し て ほ し い 。 

被 災 時 の マ ニ ュ ア ル に つ い て も 、 未 指 定 文 化 財 に ま で 広 げ て ほ し い 。 

（ 委 員 ） 歴 史 は 面 白 い と 思 う が 、 な か な か 文 章 を 読 む の は 大 変 。 

 映 像 や 画 像 は 、 伝 え る に は 良 い と 思 う 。 

（ 委 員 ） 歴 史 に 関 心 が な い 人 に と っ て の き っ か け を タ ブ レ ッ ト や ス マ

ホ な ど の 情 報 か ら 作 り た い 。 

（ 委 員 ） 少 し で も き っ か け に な る も の が ほ し い 。 

（ 委 員 ） 学 校 教 育 の 中 で 、 こ ど も に 歴 史 を 知 っ て も ら い 、 こ ど も か ら

親 に 伝 え 、 親 子 で 興 味 を 持 つ よ う に な る と よ い 。 郷 土 の 歴 史 を 学 ぶ 機

会 が 増 え る と よ い 。 

（ 委 員 ） 静 岡 県 で も 、 映 像 な ど を 作 る だ け で は 、 な か な か 見 て も ら え

な い 。 見 て も ら う 仕 掛 け づ く り が 必 要 。 南 ア ル プ ス 市 は 、 見 て も ら え

な い と い う 課 題 か ら 、 前 述 の よ う な ウ ェ ブ を 大 学 と 協 力 し て 作 っ た 。 

（ 会 長 ） こ ど も の 教 材 か ら 、 親 に 関 心 が 循 環 し て い く の は い い 。 



（ ４ ） 第 １ ０ 章 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 計 画 の 推 進 体 制 

 （ 会 長 ） １ ０ 章 で は 所 有 者 が 市 民 ・ 市 民 団 体 の と こ ろ に 記 載 さ れ て い

る が 、 ７ 章 の 措 置 表 と 対 比 さ せ 、 分 け な く て も よ い の か ？ 

 （ 委 員 ） 対 比 さ せ た ほ う が よ い が 、 無 形 民 俗 文 化 財 の 保 存 会 は 所 有 者

に な る の か 、 分 け き れ な い と こ ろ が あ る の で 、 次 回 文 化 庁 協 議 で 確 認

す る 。 

 （ 委 員 ） 窯 跡 に つ い て は 、 商 工 会 の 中 の 湖 西 焼 実 行 委 員 会 で 情 報 発 信

を 行 っ て い る 。 活 動 と し て は 、 本 興 寺 の 花 祭 り で は 湖 西 焼 茶 碗 を 使 っ

て お 茶 会 を 行 っ て い る 。 

 観 光 情 報 の 発 信 が 少 な い 。 

（ ５ ） 第 ８ 章 ・ 第 ９ 章  関 連 文 化 財 群 ・ 保 存 活 用 重 点 区 域 の 設 定 

 第 ８ 章 は 設 定 。 第 ９ 章 は 設 定 し な い こ と で 承 認 。 

（ 委 員 ） 境 界 の ま ち は 、 歴 史 文 化 の 特 性 の す べ て を 横 断 し て い る 。 

 歴 史 文 化 の 特 性 と １ 対 で 設 定 す る こ と が 多 い の で 、 こ の 設 定 が 可 能 か 

 文 化 庁 と 協 議 す る 。 

 関 連 文 化 財 群 は 、 実 施 し て い き た い こ と を 特 出 し て 記 載 す る 章 で あ る

の で 、 こ れ ま で に 記 載 し て い な い こ と を 設 定 す る の は だ め 。 

 特 性 や 構 成 一 覧 、 措 置 と 連 動 す る 。 

 歴 史 文 化 の 特 性 の 関 所 の ス ト ー リ ー の 中 に 、 景 観 条 例 の こ と を 記 載 し

て お く 。 

（ 全 体 を 通 し て ） 

（ 委 員 ） も う 少 し 具 体 的 な 事 例 を 文 章 に 落 と せ な い か 。 

例 え ば 、 Ｐ1-35  琉 球 の 碑 が 教 恩 寺 に あ る 。 

Ｐ1-33  二 川 が 玉 糸 製 糸 の 発 祥 。 お ぶ ち 氏 の こ と に 触 れ る 。 

Ｐ 8-5  近 代 文 書 の 整 理 に 古 文 書 講 座 の 教 材 と し て 使 用 し て も ら う 。 

（ 事 務 局 ） 文 章 の 難 易 度 は ど う か ？ 

（ 委 員 ） そ れ ほ ど 難 し く な い 。 

 

【 次 回 日 程 】 

 令 和 7 年 6 月 3 日 （ 火 ） 10 時 ～   


